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CFP をプロモーション活動に活用している事例講演①
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結果報告
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１．２０１０年実施結果

国分株式会社（本社・東京都中央区、会長兼社長・國分勘兵衛）は、これまで経済産業省主催
の菓子PCR（商品種別算定基準）策定ワーキンググループに参加し、カーボンフットプリント（以
下、CFP）の普及に向けてメーカー様、小売業様のご協力を得て活動を行ってまいりました。
この度、そのファーストステップの仕上げとしてCFP商品を対象とした市場化テスト及びCFPに

対する消費者意識の現状把握を目的とした消費者向け参加型環境保護キャンペーンを展開い
たします。
本キャンペーンによって、CFP商品の認知促進とともに消費者の環境貢献への参加意識の醸

成に少なからず寄与できるものと期待しております。

KOKUBU－ECO

資料：小売業向けキャンペーン案内パンフレット 2
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キャンペーン概要

キャンペーン期間キャンペーン期間キャンペーン期間キャンペーン期間

２０１０年８月１日（日）～９月３０日（木）の間に小売業
別に期間を決めて実施

対対 象象 エエ リリ アア対対 象象 エエ リリ アア

関東甲信越（東京・千葉・埼玉・神奈川・栃木・群馬・茨
城・山梨・長野）の小売業様、計１１２店舗

KOKUBU－ECO

㈱たいらや 2010年8月1日～

㈱三和 2010年8月5日～

㈱エーコープ関東 2010年8月5日～

㈱エコス 2010年8月6日～

㈱マスダ 2010年8月6日～

㈱たからや 2010年8月18日～

㈱さえき 2010年8月21日～

注意：諸事情により、お店によってはキャンペーン開始日が、遅れることがあります

城・山梨・長野）の小売業様、計１１２店舗

参加参加 小売業様及び小売業様及び 開開 始始 日日参加参加 小売業様及び小売業様及び 開開 始始 日日
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キャンペーン概要

対対 象象 商商 品品対対 象象 商商 品品 下記３社のCFPマーク使用許諾済み４商品が対象

KOKUBU－ECO

９３ｇサラダうす焼き
（亀田製菓株式会社）

１１５ｇカンロ飴
（カンロ株式会社）

６０ｇポテトチップス
うすしお味

（カルビー株式会社）

６０ｇポテトチップス
コンソメパンチ

（カルビー株式会社）

COCO22排出量排出量 537g537g COCO22排出量排出量 584g584g COCO22排出量排出量 306g306g COCO22排出量排出量 306g306g
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キャンペーンのキック・オフ会議の様子

８月からの本キャンペーン実施に向けてキック・オフ会議を国分㈱本社にて行いました。
当日は、所管の経済産業省環境調和産業推進室、みずほ情報総研、産業環境管理協会、

各メーカー担当者他、多くの関係者様にお集まりいただき、キャンペーン準備状況の報告、
今後の展開等についての確認を行いました。

２０１０年７月２２日２０１０年７月２２日 キャンペーンキャンペーン キック・オフ会議キック・オフ会議２０１０年７月２２日２０１０年７月２２日 キャンペーンキャンペーン キック・オフ会議キック・オフ会議

KOKUBU－ECO

キャンペーンキック・オフ会議の様子
（２０１０年７月２２日 国分㈱本社にて実施）
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キャンペーン事前告知

２０１０年７月２２日２０１０年７月２２日２０１０年７月２２日２０１０年７月２２日 ・経済産業省プレスリリース発表
・国分㈱ニュースリリース掲載、キャンペーンＨＰへのバナー作成
・ＣＦＰ日本フォーラム会員向けニュースリリース発表、ＨＰの新着
情報に掲載、キャンペーンＨＰへのバナー作成

２０１０年８月１日２０１０年８月１日２０１０年８月１日２０１０年８月１日 ・ＣＦＰ日本フォーラムＨＰの新着情報に再掲載

２０１０年７月２９日２０１０年７月２９日２０１０年７月２９日２０１０年７月２９日 ・ＣＦＰ制度試行事業事務局ＨＰにキャンペーン案内掲載

KOKUBU－ECO

キャンペーンホームページ
（http://www.calneco.jp/morigaikiru/）

２０１０年８月６日２０１０年８月６日２０１０年８月６日２０１０年８月６日 ・エコスチラシに掲載（拝島店、中神店、築地店、昭島店向け）

エコスチラシ
（８月６日～８日分）

２０１０年８月９日２０１０年８月９日２０１０年８月９日２０１０年８月９日 ・たからやより、キャンペーンに関することをチラシに掲載したいため、
商品サンプルを送って欲しいとの連絡あり
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キャンペーンに関する取材

２０１０年７月２２日のキャンペーン キック･オフ会議以降、
日本経済新聞、日経流通新聞、日刊食料通信、食品新聞、
日刊工業新聞等から問い合わせがあり、キャンペーンに関

する記事が各新聞に掲載されました。
エコス拝島店で店舗取材を実施され、８月１１日の日刊工

業新聞に記事が掲載されました（下記事参照） 。

KOKUBU－ECO

７月２６日掲載記事（日経ＭＪ）

８月１１日掲載記事（日刊工業新聞）

※日刊工業新聞は、毎週木曜日に
ＣＦＰに関する特集記事を掲載し
ています。
今回の記事とは別に、後日キャン
ペーンに関する経緯等を記載した
の記事を掲載予定です。
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子ども霞ヶ関見学デー

２０１０年８月１８日～１９日２０１０年８月１８日～１９日 子ども霞ヶ関見学デー子ども霞ヶ関見学デー２０１０年８月１８日～１９日２０１０年８月１８日～１９日 子ども霞ヶ関見学デー子ども霞ヶ関見学デー

農林水産省環境バイオマス政策課のブースをお借りし、本キャンペーンのＣＦＰマーク付商品、
販促ツール、ｉＰａｄを使用したデジタルサイネージ等の展示を行いました。
２日間で併せて３，０００人以上の親子連れが訪れ、実際の商品や展示物に触れながらCFPに

関する取組みを見学していただきました。
子どもたちにはCFPの仕組は少々難しかったようですが、保護者の多くの方々には大変興味を

持っていただけました。

KOKUBU－ECO

「子ども霞ヶ関見学デー」展示状況（８月１８日～１９日）

iPadを使用したデジタルサイ
ネージとカエルのぬいぐるみ。
カエルのぬいぐるみの頭を叩くと、
キャンペーン曲が流れる仕組。
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小売業様キャンペーン実施状況

Ａ小売業様 キャンペーン対象の全店舗で、ＣＦＰマーク付き商品及び販促ツールが売場にきちんと設置され
ているか実施状況調査を行いました。その結果、売場展開がされていたのは3割程度でしたが、
その後、徐々に実施店舗が増えました。一部店舗のバイヤーからは、ＣＦＰ商品の売上が上がっ
ているとの報告があり、商品の追加発注依頼が出る店舗もありました。

店頭での当初の展開状況は、全体の約３割程度でしたが、店舗フォローを行い、最終的には

７割程度まで展開が広がりました。

KOKUBU－ECO

ているとの報告があり、商品の追加発注依頼が出る店舗もありました。

Ｂ小売業様 キャンペーンが実施されていなかった一部の店舗では、スペースをお借りし設営を行いました。２
週間後、再度一部店舗を訪問したところ、まだキャンペーンが実施されていました。

Ｃ小売業様 大型商業施設にある店舗を訪問したところ、キャンペーンは実施されておらず、ＣＦＰ商品が定番
棚に陳列されていました。集客力の高い店舗ですが、通路等が非常に狭く、特設エリアを設ける
ことが難しい店舗でした。

Ｄ小売業様 キャンペーン期間中の３日間、一部店舗でiPadを使用したデジタルサイネージを設置しました。こ
れは、音声とアニメーションを映し出し、お客様が画面をタッチすることで「あなたが選ぶ！森が活
きる！」キャンペーンのＨＰへ誘導し、期間中、どの程度注目があったかを測定するものです。設
置期間中、日刊工業新聞の方が取材に来られました。また、小売業様独自で、のぼりの作成や
キャンペーンに関する館内放送を実施していただきました。

Ｅ小売業様 集客力の高い大型店舗に絞り店舗フォローを実施し、キャンペーンの設営を行いました。
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小売業様のキャンペーン実施状況

iPadを使用した
デジタルサイネージ

KOKUBU－ECO

Ａ小売業様 Ｂ小売業様 Ｄ小売業様
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キャンペーン売上結果
KOKUBU－ECO

株式会社エスコ 経営企画部 環境推進室 室長 土橋様の

ご講演を参照下さい。
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アンケート調査結果

有効回答者数：４６人 KOKUBU－ECO
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アンケート調査結果
KOKUBU－ECO

14



アンケート調査結果

来年

KOKUBU－ECO
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２０１０年まとめ

・シール対応では、人手とコストが掛かる。

・シール対応では、企画との連動が難しい。

・キャンペーンが初動で実施されていたのは約３割。店舗フォローの必要あり。

・キャンペーン実施が困難な店もあり、効果を上げるには大型店に絞るのも検討の余地
あり。

・地域行政からの問い合わせがあった。

KOKUBU－ECO

・地域行政からの問い合わせがあった。

・環境教育の一環として買物をしたいという声があった。

・メーカー、卸、小売の帳合い問題は、各営業関係者の努力により問題とならなかった。

・企画は消費者に支持され、売上は上がった。

・バイヤーから、来年もこの企画に乗るという話が出ている。

・店の現場の方からも２～３年この企画を続けてCFPを定着させていこうという声が上
がった。

・経営トップの理解により参加企業が増えることが重要。
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２．２０１１年キャンペーン企画案

①小売・卸・メーカーから幅広く参加者を募り、 3者連携に
よって、ECOを切り口としたプロモーションを実施し、CFP
付き商品の市場化を支援する

②CFPに関する消費者の認知度を年次にベンチマークする

２０１１年企画趣旨２０１１年企画趣旨２０１１年企画趣旨２０１１年企画趣旨

KOKUBU－ECO

②CFPに関する消費者の認知度を年次にベンチマークする

★２０１０年度との違い★

③地方自治体との連携（神奈川県）

④教育関係者との連携

現在、参加企業を現在、参加企業を募集中！！募集中！！
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KOKUBU－ECO

「あなたが選ぶ！森が活きる！」キャンペーン「あなたが選ぶ！森が活きる！」キャンペーン がが『『商品パッケージ・売り場デザインを商品パッケージ・売り場デザインを

通じたカーボンフットプリント表示への取組み通じたカーボンフットプリント表示への取組み』』としてとして平成２２年度食品産業平成２２年度食品産業
COCO22削減大賞の削減大賞の『『農林水産省総合食料局長賞（見える化部門）農林水産省総合食料局長賞（見える化部門）』』
を受賞しました！！を受賞しました！！

授賞式（２０１１年２月４日、左：専務取締役 國分晃） 18



ご清聴ありがとうございました
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